
＜編集日：R1 2014.3.30＞ 

DFC1241基板 
Digital Data Format Convertor for DAC1241-2 

製作マニュアル 
 

＜注意＞ 
本キットをつかって生じた感電、火災等の一切のトラブルについては、当方は責任を負いませんのでご了承

ください。また、基板、回路図、マニュアル等の著作権は放棄していませんので、その一部あるいは全体を

無断で第３者に対して使用することはできません。 

 

１．はじめに 
 本基板は新潟精密が開発したフルーエンシー型とよばれるディジタルフィルターを搭載した FN1241

の出力データのフォーマット変換基板です。FN1241からは直接的にシリアルデータを得ることができま

すが LSBファーストで出力されます。そこで多くの DACの入力フォーマットである MSBファーストに変

換し、さらに WCK(LRCK)の出力タイミングを右詰 24Bit(Right Justified 24Bit)になるようにクロック

信号を生成する機能を持たせたのが本基板の特徴です。この基板を使用することにより、Renew DAC1704

に接続することが可能になるため、フルーエンシー型のディジタルフィルターでの PCM1704の音色を楽

しむことができます。同様に Renew Simple R-2R DAC 等にも接続可能でまた、本基板は JP 設定により

任意のビット出力が可能であり、16Bit～24Bitなどの幅広いマルチビットDACと接続することが可能(*)

です。  (*)24Bit以外は動作確認はしていません。 

 

 
図 製作例 

２．機能＆仕様 
表 主な仕様 

入力 ・FN1241からのシリアルデータ(DAC1241-2と接続） 

出力 ・PCM1704用 右詰 24BitPCMフォーマット。 

 設定により 16-24Bitの任意のビット数への変更可能。 

特徴 ・JP設定により任意の Bit出力に変更が可能。 

必要電源 ＋3.3～5Ｖ 

基板 ＦＲ４、寸法 81.28mm×119.38mm、70um銅箔厚、金フラッシュ 



３．機能、コネクタ機能 
３－１．基板端子 

表 基板端子機能 

No 機能 説明  

P1 Vcc ディジタル電源(+) 3.3～5Vで動作させます。 

P2 GND 電源 GND  

 

３－２．入出力コネクター 

(1)CN1 

 CN1 は DAC1241-2 からのディジタルフィルターデータの入力用のコネクタになります。コネクタ位置

は DAC1241-2と合わせているので、基板を２層構造にした場合にダイレクトに接続することが可能にな

ります。 

表 ＣＮ１端子機能 

PIN 機能 説明 PIN 機能 説明 

1 SC システムクロック入力 2 GND GND:信号リターン 

3 RSD R シリアルデータ入力 4 GND GND:信号リターン 

5 RFC R フレームクロック入力 6 GND GND:信号リターン 

7 LSD L シリアルデータ入力 8 GND GND:信号リターン 

9 LFC L フレームクロック入力 10 GND GND:信号リターン 

 

 (2)CN2,3 

 CN2,3は基本的には Renew DAC1704や Renew Simple R-2RDACとの接続を想定した出力になっています。

CN2 が右チャンネル出力、CN3が左チャンネル出力になっています。 

 

３－３．JP設定 

(1)JP1,2 

 ここは予約用のジャンパーであり、通常は変更しません。 

 

(2)JP3,4 

 JP3 が右チャンネル用、JP4 が左チャンネル用です。既定値は 24Bit 出力になっていますので変更無

しで Renew DAC1704(PCM1704）,Renew Simple R-2RDAC 等に接続可能です。 

なお下記の設定にすることにより出力ビットの変更が可能になり、任意のビット数のマルチビット DAC

に接続することが可能です（ただし 24Bit以外は確認していません）。 

 

図 JP3,4の設定 

 24Bit 

既定値 

23Bit 22Bit 21Bit 20Bit 

PCM1702 

PCM63等 
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17Bit 16Bit 

PCM54等 

1Qa L L L L L L L L L 

1Qb L H L H L H L H L 

1Qc L L H H L L H H L 

1Qd L L L L H H H H L 

2Qa H H H H H H H H L 

2Qb L L L L L L L L H 

2Qc H H H H H H H H H 

2Qd L L L L L L L L L 

 

 

 

 



４．部品表 
 次表に部品表例を示します。 

表 部品表（例） 

品名 番号 規格 仕様 個数  

抵抗 R1-6 炭素被膜(1/4W) 22Ω 6 ダンピング抵抗 

コンデンサ C1,2 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 100uF/10V 2  

 Cp ﾁｯﾌﾟｾﾗﾐｯｸ 0.1uF 25 2012サイズ 

IC IC1 ロジック 74125 1 SO-14 

 IC2-9 ロジック 74163 8 SO-16  

 IC10,11 ロジック 7404 2 SO-14 

 IC12,13 ロジック 7474 2 SO-14 

 IC14-19 ロジック 74594 6 SO-16 

 IC20-25 ロジック 74597 6 SO-16 

      

ハッチング部は基板キットに付属。 

 

５．接続方法 
 本基板は DAC1241-2 と使用することを前提としています。DAC1241-2 と本基板との接続については、

DAC1241-1の CN1と本基板の CN1を接続します。 

 

(a)本基板と Renew DAC1704 との接続 

 本基板と RenewDAC1704と接続する場合は、RenewDAC1704 は２枚必要(*)になります。 

 

表 Renew DAC1704との接続例（設定は２パラ差動の場合） 

本基板 

(DFC1241) 

CN2(R-CH) → （右）Renew DAC1704  CN1 へ接続 

 JP1=JP2=N , JP3=JP4＝A 

 JP6=短絡 , JP7=開放 

CN3(L-CH) → （左）Renew DAC1704  CN1 へ接続 

 JP1=JP2=N , JP3=JP4＝A 

 JP6=短絡 , JP7=開放 

 
 (*)ディジタルフィルターの DF1706 の左右の出力データに対してワードクロック信号は同期しているため左右共通

で使えますが、DAC1241-2 は２個の FN1241 を左右個別でつかっているため、それぞれのワードクロック信号の位

相に微妙なずれがあります。そのため、DACに供給するワードクロック信号は左右で分離する必要があります。そ

のため RenewDAC1704 との接続には DAC基板が 2枚必要になります。 

 

(b)本基板と Renew Simple R-2R DACとの接続 

 本基板と RenewDAC1704と接続する場合は、Renew Simple R-2R は２枚必要になります。 

 

表 Renew DAC1704との接続例（設定は２パラ差動の場合） 

本基板 

(DFC1241) 

CN2(R-CH) → （右）Renew Simple R-2R  CN1へ接続 

 JP3=NOR, JP4=D, JP5=A 

CN3(L-CH) → （左）Renew Simple R-2R  CN1へ接続 

 JP3=NOR, JP4=D, JP5=A 



７．基板パターン 
(1)シルク面（部品面） 

 
 

(2)配線パターン（部品面） 

 
 



(3) 配線パターン 

 



９．編集履歴 
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